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太郎山ろくの豊かな自然環境でのびのびと…・・・

ときわ保育園は、常磐城地籍の住宅地の一番奥、太郎山ろくの自然に恵まれた環境にあり、 50年に園児

数 65名で間関、三年目を迎えたばかりの新しい保育園です。

現在、園児たちは、明るい園舎と広い園庭で太郎山から吹きおろす風、岩鼻からの強い風を受けながら

健康でた くましく、いきいきと意欲的な生活を送 って います。

太郎山ろくには、多くの神社と、小川やたんぼがあり、圏外保育には好適な場所。園児たちは、山登り

した 1)、オタマジャクシをすくったり、泥にまみれ、のびのびと元気に遊んでいます。(ときわ保育園長)

(写真は、 6月21日に行われた 、年長組の遠足、菅平での楽しいひとときです)

主な内容 市民の動き
( 6月 1日上凡イ1・)

市長提案説明 ( 6月定例市議会開く) ・・・・・・・・・・・ー・・・ ・・・・・・・ ・・・・ 2ページ

第 2回部活差別をなくす市民大行動を実地・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3ページ

祇園祭り 7月16日出・ 17日(日)交通規制実施.......・・・・・・・・・・・ 3ページ

北 陸新幹線早期建設と駅設置〔生活環境〕….......一……… 4ペ ー ジ

市職長 (保母) を募集………・・・…………・・・・・-一・………… 5ページ

婦人検診受診万法を変更ー・ーー・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・ ・・・・・ 5ページ

老人のための明るいまちだよリー・ー........ー・・・・・・・・・・・・-ーーーー.6ページ

役所の仕事でご相談のある方気軽に行政相談委員さんへ...アページ

総人口 108，396人

男 52，783人

女 55，613人

世帯数 31，643世荷
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(6月定例市議会開く〕

市長提案説明
本
日
こ
こ
に
、
昭
和
五
十
二
年
六
月

定
例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

え、っ報広日
可

胞
腕

ロ
使

枠
制
現
在
、
医
療
費
貸
付
の
対
象
範
囲
は

昭
和
市
民
税
が
均
等
割
、
非
課
税
の
世
帯
に

一
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
わ
く
を
広

一

げ

、
現
実
に
医
療
費
ね
ん
出
に
困
難
な

一
世
帯
も
救
済
す
る
と
と
も
に
、
条
例

の

一
名
称
も
適
切
な
名
称
に
改
め
る
「
上
回

号
市
低
所
得
世
帯
医
療
資
金
貸
付
条
例
」

川

の

一
部
改
正
。

第

保

険

税

の

課

税

限

度

額

の

引

き

上

げ

戸

緩
制
世
帯
主

(
世
帯
主
が
国
保
に
入
つ

条

例

746号~

一一 一 - p ，金
公
私
と
も
ご
多
用
の
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

て
い
な
い
世
帯
)
の
所
得
等
に
対
す
る

課
税
の
廃
止
、
低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
税
の
軽
減
な
ど
、
地
方
税
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
「
上
田
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
」
の
一
部
改
正
。

国
会
議
員
の
選
挙
等
に
関
す
る
法
律

が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
、
選

挙
長
、
管
理
者
、

立
合
人
の

報
酬
額
を

改
定
す
る
「
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤

の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正
な
ど
四
件
を
提
案

し
ま
し
た
。

臼
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
領
、
七
億
二
千
七
十
三
万
九
千

る
と
と
も
に
、
部
落
の
完
全
解
放
を
図

川
，
キ
品

1
」
ト
」
?
っ
。

〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

七
月
二
十
二
日

6月定例市議会で提案説明を行う石井市長

今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
条

例
案
四
件
、
予
算
案
三
件
、
事
件
決
議

案
十
一
件
、
報
告
九
件
の
合
計
二
十
七

件
で
あ
り
ま
す
。

最
近
の
経
済
情
勢
に
か
ん
が
み
、
景

気
を
着
実
な
回
復
軌
道
に
の
せ
る
た
め

に
も
、
公
共
事
業
等
の
早
期
施
行
に
つ

い
て
、

地
方
公
共
団
体
に
も
協
力
を
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
今

固
め
提
出
案
件
の
特
長
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
議
案
七

件
が
ご
ざ
い
ま
す
。

提
案
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
う
、
ぇ
、

ご
議
決
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
予

算
総
額
は
、
百
一
億
二
千
五
百
六
十
一

万
八
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
し

二
二
・
四
%
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
税
、

二
億
八
千
七
百
七
十
六
万
一

千
円
。
市
償
、
二
億
五
千
六
百
万
円
。

国
庫
支
出
金
、
八
千
三
百
七
十
一
万
二

千
円
。
県
支
出
金
、
八
千
二
百
五
十
万

三
千
円
な
ど
収
入
可
能
な
範
囲
で
計
上

し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も

の

〈
総
務
費
〉

自
治
会
の
共
同
集
会
施
設
新
築
お
よ

び
用
地
購
入
費
補
助
金
二
千
五
百
五
十

七
万
一
千
円
、
防
犯
灯
、
掲
示
板
設
置

の
補
助
金
な
ど
、
地
域

の
環
境
町
長
備
を

推
進
す
る
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
民
生
費
〉

重
度
身
体
障
害
者
の
収
容
授
産
施
設

建
設
補
助
金
二
千
万
円
、
身
体
障
害
者

厚
生
医
療
資
一
千
二
百
万
円
、
南
部
保

育
園
遊
戯
室
新
築
工
事
費
一
千
六
十
万

円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
三
千
二

百
三
十
七
万
九
千
円
、
上
田
市
真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
負
担
金
二
千
九

万
円
の
ほ
か
、
大
星
斎
場
組
合
、
上
田

市
ほ
か
八
か
町
村
病
院
組
合
負
担
金
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

浦
里
西
部
地
区
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建

設
補
助
金
三
千
百
七
十
四
万
五
千
円
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費
四
千
九

十
一
万
九
千
円
、
同
和
地
区
農
業
振
興

の
た
め
、
東
前
山
、
中
吉
田
、
緑
が
丘

西
地
区
な
ど

の
農
業
水
路
改
修
工
事
費
、

共
同
利
用

の
農
機
具
購
入
費
、
農
機
具

保
管
施
設
用
地
の
買
収
資
等
二
千
九
百

十
四
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
土
木
貴
〉

道
路
の
新
設
改
良
工
事
費
一
億
八
千

五
百
万
円
、
秋
和
、
上
堀
抽
帽
の
改
良
工

事
費
四
千
四
百
四
十
万
五
千
円
、
市
道

花
園
、
天
神
町
線
の
歩
道
新
設
工
事
、

防
護
さ
く
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な

ど
交
通
安
全
総
設
整
備
事
業
費
に
一
千

二
百
万
円
、
自
然
運
動
公
閣

の
流
水
プ

「
み
こ
し
」
で
わ
っ
し
ょ
い
グ

ー
ル
、
徒
渉
池

(
と
し
よ
う
ち

)
な
ど

プ
ー
ル
本
体
の
工
事
費
四
千
五
百
万
円

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
教
育
費
〉

国
体
開
催
の
た
め
の
庭
球
コ
ー
ト
改

修
工
事
費
二
千
八
百
万
円
、
庭
球
コ
ー

ト
の
夜
間
照
明
施
設
設
置
費
四
百
二
十

万
円
、
城
下
小
学
校
給
食
室
改
修
工
手

掛
H

八
百
五
十
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し

た

臼
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
の
農
作
物

無
事
も
ど
し
金
が
条
例
改
正
に
よ
り
三

分
の
一
が
、
二
分
の
一
に
な
っ
た
た
め

の
補
正
。
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
の

土
地
開
発
基
金
か
ら
の
借
入
れ
と
そ
れ

に
伴
う
、
公
有
財
産
購
入
費
、
移
転
補

償
料
の
補
正
な
ど
、
一
億
六
千
七
百
七

十
万
三
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
補
正
に
よ
り
予
算
規
模
は
九
会

計
あ
わ
せ
て
、
四
十
億
一
千
七
十
六
万

円
と
な
り
ま
す
。

み -E71 
ん
な

月!

で
思301
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市
低
所
得
世
侍
医
療
資
金
貸
付
条
例
」

の
一
部
改
正
。

保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

雌
制
世
術
主

(
世
智
主
か
国
保
に
入

つ

だ一一(事瀦雌号) 第 746号、

J
7

斗
?
枕
川
叩

J

く
実

引
い
な
を

豹

そ

動

が

別

行

な

差

大

火

落

民

財
団
同

市
戸
阿
国

第
二
回
部
孫
差
別
を
な
く
す
市
民
大

行
動
を
、
七
月
二
十
二
日
幽
に
市
民
会

館
で
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ

同
和
問
題
は
、
早
急
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
国
民
的
課
題
で

す
が
、
差
別
事
件
は
今
な
お
あ
と
を
た

ち
ま
せ
ん
。

こ
の
現
状
を
解
消
す
る
た

め
、
全
市
民
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に

行
政
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
努
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
年
の
時
限
立
法
で
あ
る
「
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
て

八
年
有
余
を
経
過
、
あ
と
一
年
半
余
を

残
す
の
み
と
な
リ
ま
し
た
。

こ
こ
に
「
第

二
回
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
」

を
実
箱
、
市
民
一
人
一
人
が
、
こ
の
問

題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
一

一層
深
め

二一 7月22日(針市民会館=

えつ一(3ト一一一一昭和52年 7月 1日 広報

年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

術
正
領、

七
億
二
千
七
十
三
万
九
千

る
と
と

L
に
、
部
落
の
完
全
解
放
を
図

り
ま
し
ょ
、7

〈
と
き
・

と
こ

ろ〉

七
月
二
十
二
日
樹
午
後
三
時
か
ら、

上
田
市
民
会
館

(
上
回
公
園
内
)

〈
日
程
〉

開
会
宣
言
、
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

来
賓
祝
辞
。
議
長
選
出
。
ス

ロ
ー
ガ

ン

の
確
認
。
意
見
発
表
。
宣
言
決
議
。
閉

会
。
市
民
大
行
動
。

〈
大
行
動
(
市
内
行
進
)
〉

コ
ー
ス
①

1
二
の
丸
橋
1

市
役
所
前

|
中
央
交
差
点
|
原
町

l
旧
丸
二
交
差

点
で
流
れ
解
散
。

コ
ー
ス
②

l
二
の
丸
橋
|
市
役
所
前

|
中
央
交
差
点
|
海
野
町
旧
上
回
東

駅
で
流
れ
解
散
。

コ
ー
ス
③

l
二

の

丸

橋

市

役

所

前

|
中
央
交
差
点
|
松
尾
町
!
鷹
匠
町
交

差
点
で
流
れ
解
散
。

終
了
時
間

l
午
後
五
時
の
予
定
。
雨

天
で
も
実
施
し
ま
す
。

〈
総
務
費
〉

自
治
会
の
共
同
集
会
施
設
新
築
お
よ

び
用
地
購
入
費
補
助
金
二
千
五
百
五
十

歩
道
新
詰
工
事

防
護
さ
く
、
ヵ

l
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な

ど
交
通
安
全
施
設
繋
備
事
業
費
に
一
千

二
百
万
円
、
自
然
運
動
公
園
の
流
水
プ

ヲ内

λ
大
d

て

毒

fmし
ょ
、っ

(
く
わ
し
く
は
次
号
で
)

「
み
こ
し
」
で
・わ

っ
し
ょ
い
グ

み
ん
な
で
参
加
祇
園
祭
り

「ー「
16 7 

市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
七
月
十
六

日
出
、
十
七
日
闘
に
「
祇
園
(
き
お
ん
)

祭
り
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

て
、
市
街
地
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

自
家
用
車
の
ご
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

(
下
図
)

祇
園
祭
り
は
、
長
い
伝
統
を
も
っ
庶

民
の
夏
祭
り
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

ふ
る
さ
と
意
識
や
、
生
活
の
連
帯
感
を

築
く
大
き
な
役
割
を
果
し
て
、
今
日
ま

で
続
い
て
き
ま
し
た
。

大
勢
の
市
民
が
参
加
し
て
、
夏
め
一

昨年行われた市民大行動

リカシロヒトリ

各地で多発

今、アメリカシロヒトリが各地域で発生して

います。各撲滅班はもとより、自分の樹木をよ

アメ

夜
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う

祇
園
祭
交
通
規
制
図

く見回り、一匹残らず退治しましょう 。

寸 主|鷹匠町

このクモの巣状のとき、一網打尽に
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北陸新幹線

早期建設と駅設置

圃圏国国

今
回
は
、
山
陽
新
幹
線
や
上
越
・
東

北
新
幹
線
な
ど
の
建
設
経
過
の
中
で
、

沿
線
地
域
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
「
心
配

報
ご
と
」
と
、
そ
の
解
決
が
ど
の
よ
う
に

広

行
わ
れ
て
い
る
か
、
い
っ
し
ょ
に
考
、
ぇ

一

て
み
ま
し
ょ
う
。

一

ま
ず

「家
屋
の
立
ち
退
き
」
で
す
が

団
司
国
鉄
、
市
な
ど
で
代
替
地
を
あ
っ
せ
ん

羽
一
慨
し
た
り
、
ま
た
、
あ
る
市
で
は
代
替
地

抑
制
の
あ
っ
せ
ん
は
行
わ
ず
、
代
替
地
を
取

昭
和
得
し
た
場
合
、
そ
の
取
得
資
金
の
利
子

一

補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一

「

立

ち

退

き
商
腐
の
営
業
」
は
、
駅

一

前
広
場
再
開
発
に
よ
り
帥
軍
備
さ
れ
た
駅

一

前
ピ
ル
な
ど
の
商
庖
街
か
、
駅
舎
内
に

号
造
成
さ
れ
た
駅
ビ
ル
商
庖
街
に
移
転
し

川

営

業

し

て

い

ま

す
。
や
む
を
え
ず
休
業

第
し
た
場
合
は
、
休
業
補
償
が
行
わ
れ
て

，

い

宰

0

・f.
，。

えつ746号ー

自

い
戸
守

ι!品指
向
者
宅
耳
、

「騒
音
と
振
動
」
は
、
一
般
的
に
一

番
感
心
の
高
い
問
題
で
す
が
、
建
設
工

事
中
と
営
業
開
始
後
の
二
つ
に
分
け
て

対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
工
事
中
の
問
題
は
、
①
建
設
工

事
に
よ
る
騒
音
と
振
動
、
②
工
事
車
両

通
過
時
の
安
全
と
防
塵
(
ぼ
う
じ
ん
)

問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
防
止
対
策
は
、
市
や
地
元
関
係

住
民
と
工
事
担
当
者
と
の
間
で
協
議
し

な
が
ら
、
①
く
い
打
ち
時
め
騒
音
と
振

動
を
な
く
す
工
法
の
改
良
、
②
作
業
時

閉
め
検
討
、
③
機
械
騒
音
に
対
す
る
「
遮

音
(
し
や
お
ん
)
壁
」
の
設
置
、
④
車

両
速
度
の
制
限
、
⑤
簡
易
舗
装
、
⑥
工

事
車
両
の
道
路
指
定
、
⑦
安
全
整
理
員

の
配
置
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま

す。
営
業
が
開
始
さ
れ
る
と
新
幹
線
が
走

，・

る
こ
と
に
よ
る
「
騒
音
と
振
動
」
の
問

題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

こ
の
防
止
対
策
は
、
高
架
僑
の
桁
(
け

た
)
の
改
良
、
列
車
の
ス
カ
ー
ト
を
長

く
す
る
、
沿
線
の
必
要
な
地
域
に
道
路

緑
地
な
ど
の
緩
衝
地
帯
を
設
け
る
な
ど

の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
対
策
に
よ
っ
て
も
、
環
境
庁
が
定

め
た
環
境
基
準
が
保
て
な
い
と
き
は
、

対
象
家
屋
な
ど
に
直
接
防
音
工
事
を
行

う
こ
と
も
考
、
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
線
路
構
造
自
体
も
大
き
く
変

っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
東
海
道
新
幹
線
(
延
長
五
一

五
日
)
と
山
陽
新
幹
線
(
延
長
六
九
四

日
)
の
橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
の
割
合

を
比
較
し
て
み
る
と
、

東
海
道
新
幹

線

山

陽

新

幹

線

盛
土
線
部
分
五
三
%
:
:
:
一
一
%

河
川
橋
梁
部
分
一
一
%
:
:
・
:
:
九
%

高
架
橋
部
分
二
三
%
:
:
:
二
八
%

ト
ン
ネ
ル
部
分
一
三
%
:
:
:
五
二
%

と
な
っ
て
お
り
従
来
か
ら
の
盛
土
線

部
分
を
少
な
く
し
、
レ

ー
ル
を
太
く
し

た
り
、
長
尺
レ

ー
ル
(
一
本
約
一
五

O

O
μ
)
で
継
目
を
改
良
し
て
、
騒
音
や

振
動
の
影
響
が
小
さ
く
な
る
よ
う
配
慮

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
電
波
障
害
」
は
、
高
架
な
ど
の
構

造
物
が
で
き
、
そ
の
上
を
新
幹
線
が
走

る
と
テ
レ
ビ
の
画
面
が
薄
れ
た
り
、
ゆ

れ
る
な
ど
の
障
室
口
が
起
き
ま
す
。

こ
の
防
止
対
策
は
、
国
鉄
で
高
架
僑

の
反
対
側
と
権
造
物
の
陰
に
な
る
部
分

〈
対
象
者
〉

を
着
工
前
に
調
査
し
ま
す
。
そ
し
て
、

電
波
障
害
の
発
生
と
同
時
に
実
態
調
査

を
し
、
放
送
局
と
協
議
の
う
え
国
鉄
負

担
に
よ
る
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
な
ど
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

「日
照
」
に
対
し
て
は
、
高
架
橋
の

高
き
が
六

μ
か
ら
場
所
に
よ
っ
て
は
、

二

O
μ
に
も
お
よ
ぶ
も
の
が
あ
り
、
沿

〉
且
慢
さ
い
き
ん
の
う
ご
き

ぞ
じ
主
庁
人
干
東
上
司
沢

町

4
ぺ
陵
」
ム
ギ
古
十
心
不

l
」
日

E

誘
致
期
成
同
盟
会

今
年
三
月
の
定
例
市
議
会
で
「
北
陸

新
幹
線
早
期
建
設
お
よ
び
上
田
駅
設
置
」

に
関
す
る
決
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
す

で
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
四
月
三

十
日
ま
で
に
周
辺
関
係
町
村

(六
町
三

村
)
で
も
、
同
主
旨
の
決
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

〈
五
月
二

十
七
日
v

上
田
市
を
は
じ
め
、
真
田
・
丸
子
・

坂
城
・
戸
倉
・
上
山
田
・
長
門
町
、
和

田
・
青
木
村
(
武
石
村
欠
席
)
の
各
町

村
議
会
の
議
長
団
が
参
加
し
、
決
議
書

を
添
、
え
た
一
市
六
町
三
村
議
会
議
長
連

名
の
陳
情
書
を
た
ず
さ
え
て
、
運
輸
省
、

国
鉄
本
社
な
ど
の
関
係
官
庁
に
「
北
陸

新
幹
線
の
早
期
建
設
と
上
田
市
に
停
車

駅
の
設
置
に
つ
い
て
、
格
別
の
ご
配
慮

を
願
い
た
い
」
旨
の
陳
情
を
行
い
ま
し

た二
八
月
三
日
〉

上
田
市
長
、
上
田
市
議
会
議
長
を
は

〈
結
果
の
通
知
〉

線
の
住
宅
密
集
地
で
は
、
日
開
…
に
付
す

る
心
配
も
で
ま
し
た
。

こ
の
防
止
対
策
と
し
て
、
軌
道
沿
線

に
緩
衝
地
帯
や
側
道
を
設
け
る
な
ど
の

対
策
を
構
じ
、
そ
れ
で
も
解
決
に
至
ら

な
い
場
合
は
、
適
正
な
補
償
に
よ
り
解

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

じ
め
真
田
・
上
山
田
町
の
各
町
長
、
上

回
商
工
会
議
所
会
頭
、
上
田
市
連
合
婦

人
会
長
、
上
田
市
農
業
協
同
組
合
長
な

ど
が
参
加
し
て
関
係
官
庁
に
、
一
市
八

町
三
村
の
市
町
村
長
と
各
議
会
議
長

、

同
盟
会
参
加
団
体
の
長
の
連
名
で
五
月

二
十
七
日
の
陳
情
と
同
主
旨
の
陳
情
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
最
近
の
陳
情
の
際
に
感
じ

ら

れ
た
こ
と
は
、
北
陸
新
幹
線
が
四
十
八

年
十
一
月
に
整
備
計
画
線
に
決
定
さ
れ

て
以
来
、
今
日
ま
で
に
、
日
本
鉄
道
建

設
公
団
で
は
、
予
定
地
沿
線
の
地
質
、

地
下
水
、
地
域
の
交
通
関
係
な
ど

の
技

術
的
な
調
査
は
、
ほ
ほ
完
了
し
て
い
る

も
よ
う
で
あ
り
、
今
年
は
補
完
的
な
諸

調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
建
設
に
つ
い
て
の
ル

l
ト

な
ど
実
施
計
画
の
発
表
時
期
は
、
い
つ

ご
ろ
に
な
る
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん。
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営
業
し
て
い
ま
す
t

t
、
む
を
え
す
併
芳

し
た
場
合
は
、
体
業
術
償
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

号
J

F
h
v
 

a
a
y
 

nt 
第一

次
に
よ
り
上
田
市
職
員
(
保
母
)

日
可
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
市
役
所

n
u
 

間
一
慨
三
階
庶
務
課
職
員
係
へ
申
込
ん
で
く
だ

猛

さ

い

。

崎
明
〈
資
絡
・
人
員
〉

一

昭

和

三
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ

一

た
人
で
、
上
回
市
内
に
住
ん
で
い
て
、

だ
保
母
の
資
格
が
あ
る
人
。
若
干
名
。

二
次
試
験
日
・
試
験
場
所
〉

八
月
六
日
出
午
前
八
時
三
十
分
受
付

午
前
九
時
試
験
開
始
。
上
田
市
役
所
六

階
大
会
議
室
。

〈
試
験
科
目
〉

一
般
教
養
、
体
力
検
査
、
そ
の
他
。

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
脅
(
市
役
所
庶
務
課
に
あ

リ
ま
す

)
マ
履
歴
書
、
最
終
学
校
成
績

証
明
書
(
履
歴
書
は
、
市
販
の
も
の
を

使
用
し
、
最
近
の
写
真
を
添
付
の
こ
と
)

マ
保
母
資
格
証
明
書
マ
五
十
円
切
手
添

付
の
白
二
重
封
筒

(試
験
の
合
、
否
連

絡
に
使
う
の
で
、
あ
て
先
、
あ
て
名
を

明
記
す
る
こ
と
)

〈
受
付
期
間
〉

七
月
二
十
日
側
か
ら
七
月
三
十
目
的

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

受
付
。
(
土
昭
日
は
、
十
二
時
三
十
分

|保母 |

す。
営 。

業
カζ

開
始
さ

tl. 
る
と
新
幹
線
か
走

市
職
員
を
募
集

申
込
受
付
7
月
初
日
ま
で

えつ一 (5)一一一一昭和52年 7月 1日 広報

ま
で

)

〈
持
ち
物
・
お
問
合
せ
〉

筆
記
具
、
昼
食
、
運
動
め
で
き
る
服

装
、
運
動
ぐ
っ
(
底
の
き
れ
い
な
も
の
)

総
務
部
庶
務
課
職
員
係

(
包
@
四
一

0
0
内
線
二
二
二

・
二
二
三
有
線
②

O

六
五
一
)婦人検診

更

を

変

法方診受

(子宮ガ ン)

今
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
婦
人
検

診
(
子
宮
ガ
ン
)
は
、
七
月
一
日
か
ら

受
診
方
法
を
変
え
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

変
更
の
主
な
内
容
は
、
①
検
診
は
各

医
療
機
関
と
も
、
日
曜
、
祭
日
を
除
き

毎
日
実
施
し
ま
す
。
②
希
望
者
は
、
直

接
医
療
機
関
に
行
き
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
以
上
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

多
数
の
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。

こ
の
防
止
対
策
は
、
国
鉄
で
高
架
橋

の
反
対
側
と
憐
造
物
の
陰
に
な
る
部
分

〈
六
月
三
日
〉

上
田
市
長
、
上
田
市
議
会
議
長
を
は

〈
対
象
者
〉

市
内
に
住
ん
で
い
る
、
お
お
む
ね
三

十
五
歳
以
上
の
婦
人
で
、
子
宮
ガ
ン
の

検
診
を
希
望
す
る
人
。

〈
検
診
方
法

・
検
診
日
〉

市
が
委
託
し
た
医
療
機
関
(
左
表
)

で
行
い
、
日
曜
、
祭
日
を
除
き
毎
日
検

診
し
ま
す
。

〈
受
診
料
〉

一
人
一
千
円
。

〈
受
診
手
続
き
〉

検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
本
人
が
希

望
す
る
医
療
機
関
に
行
き
、
窓
口
で
受

診
料
を
支
払
い
、
交
付
さ
れ
る
婦
人
検

診
記
録
票
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

症
状
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い

。

〈
結
果
の
通
知
〉

結
果
が
判
明
次
第
、
受
診
者
あ
て
に

市
か
ら
結
果
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

〈
再
検
該
当
者
〉

再
検
査
を
必
要
と
す
・
る
人
に
は
、
市

か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、
保
険
証
を
持

参
し
て
再
度
医
療
機
関
に
行
き
、
再
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

受
診
時
に
発
見
さ
れ
る
「
子
宮
ガ
ン
」

以
外
の
婦
人
病
に

つ
い
て
は
、
医
師
が

直
接
受
診
者
に
治
療
の
要
・
不
要
を
指

示
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
諜
保
健
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
二
八
八
・
二
八
九
有
線

②

O
七

二

二

婦人検診委嘱医療機関一覧表

医療機 関 名 検診受付時間

所 在 I也 午円IJ 午後

市川産婦人科医院 9時30分

中央4-2-3 -12時

上田市産院 8時30分
常磐城 5-6-39 -11時30分

共立産婦人科医院
9時-11時

中 央 1-6 -21 

高橋産婦人科医院
9時-12時

l時30分 l

中 央4- 1-18 ~墜一
竹内産婦人科医院

9時-12時
中 央3ー 15-10

豊田産婦人科医院
9時-12時 2時-3時

中央西 2ー 11-32

長岡産婦 人科医院 9時 2時

中 央 3ー 7-32 -11 時30分 -5時30分

新美産婦人科医院
9 P寺-12時

大 震 2 2 8 

三浦産婦人科医院
9時-12時

3 a寺
中 央3ー 16-10 -5時30分

ニ好町産婦人科医院
9時-12時 2時-6時

御所 2 3 2 

ご
ろ
に
な
る
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん。
次
に
よ
り
、
お
年
寄
り
の
健
康
診
断

を
七
月
一
日
か
ら
七
月
末
日
ま
で
行
い

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。
受
診
料
は
無
料
で
す
。

〈
対
象
者
〉

満
六
十
五
歳
以
上
の
人
。

〈
受
診
方
法
〉

ー
、
受
診
票
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
を
記
入
し
て
、
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
(
受
診
票
は
、
福
祉
事
務
所

社
会
謀
、
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支

所
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
宅

に
あ
り
ま
す
)

2
、
保
険
証
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証

の
あ
る
人
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

福
祉
事
務
所
相
会
課
社
会
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八
O

一

))
入
国
同
υ

集
J

い団
θ

検一議い一…

胃
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
圃
H

集

団
検
診
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で

申
込
者
は
、
最
寄
リ
の
会
場
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

胃
ガ
ン
は
、
早
期
に
発
見
し
治
療
す
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る
こ
と
が
大
切
て
す
。
自
覚
症
状
が
で

た
と
き
は
、
ガ
ン
は
相
当
進
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
年

一
回
は
す
す
ん
で
回
同
検
診
を
受
け
ま
し

b

ゐ
・「，。

えλ
J
 

閣
で
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
十
五
歳
以
下
の
人
。
胃
切
除
を
受

け
た
人
。
現
在
、
回
同
疾
患
で
治
療
中
の

人
。
胃
の
調
子
の
悪
い
人
。
妊
娠
中
の

人
。
八
十
歳
以
上
の
人
。

〈
注
意
事
項
〉

検
診
前
日
の
午
後
八
時
以
降
か
ら
検

診
が
終
了
す
る
ま
で
、
飲
食
は
い
っ
き

胃集団検診日程表

月一τ「検 診会場

7月11日(引働 〈婦人の家

上房山公会堂

踏 入 公 会 堂

回会館

騰匠町公会堂

常磐町自治会館

七
月
は
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

早
寝
、
早
起
き
、
涼
し
い
う
ち
に
体
を

動
か
し
て
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

上
田
市
長

746号ー

石
井

泉

市健康センタ一

市健康センタ一

三好 町会館

三好 町会館

中之条公会堂

川 辺 町 会 館

川辺町会館

以後の日程は、次号(7月16日
発行)の広報に掲載します。
※時聞は、いずれの会場も午前 7
時40分から受付を開始します。

常

12日(刈

13日休)

14日(木)

15日幽

16日(土)

20日休)

21日(木)

22日幽

23日(土)

18日(月)

19日(刈

25日(月)

得

瀧

博

一

マ
老
人
健
康
診
断
、
七
月
末
日
ま
で
。

一

マ
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
、
第
一
回
分
給
付
。

マ
三
中
学
校
通
学
区
内
、
老
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
一

マ
有
線
放
送
番
組
「
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま

ち
」
を
七
月
二
日
か
ら
毎
月
二
日
と
十
七
日
一

の

朝

と

午

後

三

時

に

放

送

。

.

内
容

1
川
柳
(
山
崎
鮮
紅
さ
ん
)
。
お
知
一

ら
せ
。
信
濃
の
民
謡
ほ
か
。

〈
公
民
館
の
お
知
ら
せ
〉

上
田
市
公
民
館

l
塩
田
史
跡
め
ぐ
り
。

上
野
が
丘
公
民
館

1
老
人
大
学
教
養
講
座
。

一

城
南
公
民
館

l
自
治
会
と
郷
土
の
歴
史
な
ど
の
…

講
座

(五

ク

ラ

ブ

)

一

塩
田
公
民
館

l
盆
栽
、
薬
草
な
ど
の
講
習
会
(
三
…

ク
ラ
ブ
)

川
西
公
民
館
1
薬
草
園
づ
く
り
、
民
謡
、

押
葉

…

な
ど
の
講
習
会
(
五
ク
ラ
ブ
)
一

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

l
毎
週
の
行
事
の
ほ
か
…

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
の
花
栽
培
。

給
や
扶
助
料
。

マ
公
務
員
が
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約

第

十

一

条

に

掲

げ

る

よ

り

、

〈
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
謀
社
会
係
〈
宮
@

い
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
@

四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②
O
七
二

一

)

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
に

よ
り
木
彫
り
講
習
会
を
聞
き
ま
す
の
で

希
望
者
は
、
阜
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

'v 〈
資
格
〉

年
齢
、
性
別
、
職
業
は
聞
い
ま
せ
ん
。

選挙の知識

その⑤
輸

〈
内
容
・
人
員
〉

初
歩
の
木
彫
り

(
工
具
、
用
具
の
使

用
法
、
木
彫
り
、
塗
装
)
二
十
名
。

〈
持
ち
物
・
教
材
費
〉

彫
刻
刀
一
式

(
五
本
以
上
)

一

人

五
百
円
(
受
講
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

)

〈
申
込
方
法
・
期
限
〉

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
成
人
訓
練
係

へ

七
月
十
四
日
附
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

(
申
込
用
紙
は
、
同
訓
練
校
に

あ
り
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
回
専
修
職
業
訓
練
校

(
常
磐
城
一

|一ニー
1
二
O
E
@
O
六
O

O
)

候補者

選挙は立候補制となっていますので、各選挙の選挙長に立

候補の届 出をしなければなりません。

届出は、本人でも よいし 、他人が本人の承諾を得て推薦届

する こと もできます。

①だれで も立候補できますが、例外として次の場合は禁止さ

れます。

[>禁治産者や一定の刑罰に処せられている人。

じ>2つ以上の選挙に重複して立候補すること。

[>投票管理者、開票管理者、選挙長など選挙事務関係者は

関係区域内では立候補できません。

[>公務員が在職のまま立候補することはできません。

部の例外はあ ります。)

②立候補の届出期聞は、公示(告示)の日から 2日間です。

③立候補するときは、一定金額(供託金という)を法務局へ

供託しなければなりません。これは売名候補者の濫立を防

くためで、選挙後は返還されますが、一定の得票に達しな

いとき は、その地方公共団体(衆・参議院選挙は国庫)に

没収され ます。

て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力

〈
展
示
会
場
・
期
日
〉

十
二
月
十
五
日
同

1
二
十
日

ωま
で



候

す

①

② 

③ 

契
dpo 

aa宮

内

t第一

四
十
五
年
改
正
さ
れ
た
次
の
恩
給
は

一

今
年
の
九
月
三
十
日
で
期
限
が
切
れ
ま

一

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人
で
、
ま
だ
講

一

求
し
て
い
な
い
人
は
、
市
役
所
一
階
福

掛
祉
事
務
所
社
会
課
(
窓
口
叩
番
)
で
至

嵐
急
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

議

〈

対
象
と
な
る
恩
給
v

U
同

1
3

崎
明
マ
旧
市
人
や
旧
軍
属
と
し
て
、
昭
和
二

一

十
年
九
月
二
日
か
ら
引
き
続
き
南
西
諸

一

品
、
小
笠
原
諸
品
、
硫
黄
列
向
、
南
鳥

だ
品
、
ま
た
は
千
品
列
山
に
抑
留
さ
れ
た

人
に

つ
い
て
、
そ
の
抑
留
期
間
一
月
に

つ
き
一
月
の
加
算
年
に
準
ず
る
在
職
年

の
訓
刷
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ

め
て
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
普
通
恩

えつ一(7)一一一一昭和52年 7月 1日 広報

役 所 の仕事でご相 談 の あ る方

恩
九給

~..~ ~ 
L十求
日些
が 平
日期目
:.::限に，

給
や
扶
助
科
c

v
公
務
員
が
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約

第
十
一
条
に
掲
げ
る
裁
判
に
よ
り
、

海

外
に
拘
禁
さ
れ
た
期
間
(
在
職
中
の
職

務
に
関
述
し
て
拘
禁
さ
れ
た
も
の
に
限

る
)
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
拘
禁
期
間

一
月
に
つ
き
一
月
の
加
算
年
に
準
ず
る

在
職
年
の
割
増
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り

は
じ
め
て
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
普

通
恩
給
や
扶
助
料
。

マ
旧
日
本
医
療
団
職
員
期
間
を
公
務
員

期
間
に
通
算
す
る
場
合
は
、
今
ま
で
、

普
通
恩
給
の
最
短
年
限
に
達
す
る
ま
で

を
限
度
と
し
て
通
算
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
条
件
を
廃
止
し
、
医
療
団
職

員
期
間
は
、
す
べ
て
公
務
員
期
間
に
通

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
年
額
が
改
定
さ

れ
る
普
通
恩
給
や
扶
助
料
。

気軽に行政相談委員さんへ

凶務人ー臣行政智正翠UY:L毛行か ら行政相談委nに

よ大の 41'，の皆さんが委嘱されました 。

行政相談委nの皆さんは、市民の皆さんから

役所に対する「道路.~地・公害・笠記 ・ れ何

年金 ・悩 祉関係」など種々の苦情や要望の申出

を受け、国や県、市といっしょになって 問題の

解決を図 った リ、 L次普ーに努めます。

相談は秘密 を守 リ無料ですので、お気軽にご

キ目言炎 <t，ニーさし、。
く行政相談委員〉

清水直彦さん 大 字 芳 田 1107 fi'@8224 

水野徳巳さん 常回 2- 4 - 6 fi'@6226 

宮下深禅さん 大字下之郷541 fi'@3029 

山浦正治さ ん 大字上田原802-9fi'@4608

国
体
リ
ハ

ー
サ
ル
の

〈
お
問
合
せ
V

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係

〈
念
@

四

一
O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

一

)

次
に
よ
り
、
日
本
赤
十
字
社
創
立
百

年
を
記
念
し
て
、

「百
周
年
記
念
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
こ
応
募
く
だ
さ
い
。

今
年
、

百
周
年
を
迎
え
た
日
本
赤
十

字
社
は
、
百
一
年
に
向

っ
て
先
人
の
人

類
愛
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
赤
十
字
の

基
本
理
念
「
人
道
・
公
平
・

中
立

・
独

立
・
奉
仕
、
単
一
・
世
界
性
」
の
七
原

則
の
基
「
行
動
す
る
赤
十
字
」
を
合
い

言
葉
に
、
明
る
い
社
会
建
設
を
目
指
し

.‘‘2・‘‘‘‘‘‘
‘‘Z
EE-4.

‘‘‘
‘，.4.
‘‘‘
‘‘ZS
2

・‘‘‘
‘，

凶
雀

開
さ

A
U
ω

部

料

育

。

を

@

島
町

を

た

令

、

の

加

教

い

ル

宮

田
伊

会

く

に

上

者

参

階

さ

ト

(

ム一
A

大

加

わ

以

了

、

川

だ

ヤ

係

7

・↑へ

ン

参

ら

め

歳

修

に

所

〈

シ

組

(

噌

f

J

ト

ご

か

勤

却

室

で

役

で

成

振

よ

、ノ

ン

て

分

仁

凡兄

、

教

ま

市

ん

合

育

ゆ

所

市

ン

柄

、

込

ま

ン

一↑
る

町

即

時

ト

ト

山

て

恥

仁

和

〆

・

/

J

9

一見

:
ン

ド

、

ぇ

へ

し

育

)

[

ご、

民

、

前

官

庁

い

之

ミ

月

添

課

と

ー、

自
内
女

刊

ド

市

は

午

育

市

男

:

'

'

を

育

主

。

参

ぺ

回

者

岡

体

.hが恥少
J
(

‘正d

コい灯》

6
望
臼
民
品
島
山
部

)

料

ω
、
ル
ま
委
仙
線隙

ノ七し

屯
は

第
4希

叩

口

市

市

の

上

加

山
似
引
会
ト
し
育
内

い川~

+
巾

、

、

月

回

回

般

以

参

人

員

ヤ

用
教
∞

ア
λ《
ご
『古劃

リ
で

7
上
上
士
一五歳

.
1
委

、シン

使

-z
一

z叫

目

μ
ょ
の

一
一
一
一
一

法

一

せ

〔
む

に

す

き

ろ

格

目

方

球

合

E
コ

次
ま

。

こ

込

合

間

匂ロス

き
い

と
と

資

種

申

試

お

て
新
し
い
-
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

長
野
県
に
住
ん
で

い
る
人
。

〈
テ
l
マ
〉

「
博
愛
」
「
奉
仕
」

「
親
善
」
「
健

康
」
「
献
血
」

〈
サ
イ
ズ
〉

モ
ノ
ク

ロ
、
カ
ラ
!
と
も
に
四
切
り

〈
部

門

〉

一
般
の
部
、
学
生
の
部
(
小
・
中

・

高
校
生
)

〈
締
切
日
〉

九
月
三
十
日
倒
。

〈
送
り
先
き
〉

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
写
真

コ

ン
テ
ス
ト
係
(
一T
捌
長
野
市
南
県
町
一

O
七
四

宮
長
野
@
二

O
七
三
)

l日館長募集

あなたも青少年ホーム館長になりませんか

ハ
展
示
会
場
・
期
日
〉

十
二
月
十
五
日
附
j

二
十
日
凶
ま
で

上
回
西
武
百
貨
庖
内
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係

(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

一

)

暑
中
見
舞
用
郵
便
は
が
き
を
七
月

一

日
か
ら
各
郵
便
局
て
発
売
し
ま
す
。

意
匠
は
、
表
面
料
金
印
刷
耐
に
夏
山

を
配
し
、
裏
面
に
は
「
せ
き
れ
い
」
「
み

ず
ひ
き
」
を
印
刷
し
た

二
種
類

で
す
。

こ
親
せ
き
、
友
人
へ
の
夏
だ
よ
り
に

お
早
目
に
お
買
求
め
く
だ
さ
い
。

毎年、 7月の第三土曜日は、勤労青少年福祉

法 に より、勤労青少年の日と定められ、勤労青

少年の余暇活動の臼として、全国の青少年ホー

ムで各概の記念行事が行われます。

上田市勤労青少年ホームでは、第 8固 めこの

日を記念して、 l日館長と 1日指導員を 市 民の

皆さんから募集します。希望者は次によリ申込
ん で く ださい 。

対 象 者=上田 市 に 住んでいるか 、市内の事業

所に勤めている 25歳までの男女。 ~

申込方法= 7月18日(11)までに勤労青少年ホーム 1
へ'必話で申込んでくださし、(fi'@7117) ~ 

実施日= 7月24日(11)

お 閉会せー 上田市勤労fy少年ホーム(fi'@7117)

オリエンテー リング大会に参加しよう

勤労苛少年ホ ーム では、 7月23日(1:)の「勤労

市少年の日」を記念して、仲間づくリと友情交

換のつどいとして、オリエンテーリング大会を

t#Jiii~ しますので、大勢参加l し てくださし\
くわし くは、勤労-山ー少年ホームへお間 合せ く

ださ L、。 (fi'@7117)
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史

|同和問題を考える 1

歴の

① 

落部

えつ

一一
一
枇
〈
ぬ
凶

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た

c

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
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中
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